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―
本
書
の
特
徴
と
使
い
方
―

◆
本
書
は
Ａ
Ｏ
入
試
を
受
験
す
る
前
の
「
最
初
の
一
冊
」
と
し
て
、
基
本
的
な
考
え
方
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
本
で
あ
る
。「
た
っ
た
一
つ
の
正
解
」
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
と
は
根
本

的
に
性
質
が
違
う
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

◆
本
書
は
Ａ
Ｏ
入
試
以
外
に
、
す
べ
て
の
推
薦
入
試
に
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
今
後
、
就

活
や
仕
事
、
人
間
関
係
で
問
題
を
抱
え
た
際
に
も
大
い
に
役
立
つ
人
生
の
参
考
書
に
な
り
得
る
だ
ろ

う
。

◆
本
書
で
は
「
受
験
後
の
姿
勢
」
に
つ
い
て
丸
々
一
章
分
を
割
い
て
い
る
。
そ
れ
は
「
入
学
す
る
こ
と
」

よ
り
も
「
入
学
後
の
研
究
」
に
価
値
を
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
類
書
に
は
な
い
特
徴

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

◆
受
験
準
備
を
行
う
過
程
で
、
常
に
本
書
を
手
元
に
置
い
て
お
い
て
ほ
し
い
。
行
き
詰
ま
っ
た
り
、
迷
っ

た
り
し
た
時
、
本
書
の
ど
こ
か
に
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
は
ず
だ
。

◆
掲
載
情
報
は
出
版
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
万
全
を
期
し
て
い
る

が
、
受
験
の
際
に
は
必
ず
直
接
、
大
学
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

　

改
訂
新
版
の
発
行
に
あ
た
っ
て

　

本
書
は
２
０
２
０
年
教
育
改
革
を
機
会
に
日
本
の
入
試
制
度
の
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
Ａ
Ｏ
入
試

に
つ
い
て
、
受
験
生
が
そ
の
全
体
像
を
掴
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
強
い

支
持
に
よ
り
、
こ
う
し
て
改
訂
新
版
ま
で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

Ａ
Ｏ
入
試
は
年
々
、
難
化
傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
受
験
準
備
に
あ
た
っ
て
は
決
し
て
一
筋
縄
で

は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
書
が
悩
め
る
受
験
生
、
保
護
者
の
方
に
対
し
て
微
力
な
が
ら
お
役
に

立
て
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ー
ル
出
版
社
の
編
集
担
当
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
８
月
吉
日
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推
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入
試
専
門
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入
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」
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・
こ
れ
ま
で
と
同
じ
受
験
勉
強
で
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一
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で
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合
格
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で
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れ
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25

・
Ａ
Ｏ
入
試
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安
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「
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Ａ
Ｏ
入
試
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手
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Ａ
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入
試
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の
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第
２
章　

「自
分
探
し
の
旅
」
は
も
う
や
め
よ
う
…
41

・
自
分
は
探
す
も
の
で
は
な
く
、「
つ
く
る
」
も
の
。･･････････････････････････････

42

・
紙
に
書
い
て
、
毎
日
音
読
す
る
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45

・
周
囲
の
人
間
を
巻
き
込
む
。･･････････････････････････････････････････････････

48

・「
答
え
」
を
他
人
に
求
め
な
い
。･･･････････････････････････････････････････････

51

・「
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
」
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大
ウ
ソ
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54

・
長
所
と
短
所
は
、「
表
裏
一
体
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第
３
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な
ぜ
、
そ
の
大
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で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
…
65
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な
ぜ
大
学
に
進
学
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」
を
自
問
自
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す
る
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・
行
け
る
大
学
か
ら
「
行
き
た
い
大
学
」
へ
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・
勝
ち
組
よ
り
「
価
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」
を
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す
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・
一
戦
必
勝
も
い
い
が
、「
第
一
志
望
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と
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う
考
え
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・
マ
ナ
ー
と
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、「
相
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第
４
章　

志
望
理
由
書
は
書
き
方
よ
り
も

「考
え
方
」
が
大
切
…
91

・
志
望
理
由
書
は
大
学
へ
の
「
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
で
あ
る
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92

・「
守
・
破
・
離
」
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め
る
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・
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望
理
由
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を
「
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生
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に
す
る
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・
過
去
の
活
動
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点
よ
り
線
」
が
大
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・「
新
規
性
」
が
な
け
れ
ば
、
優
れ
た
研
究
に
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な
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な
い
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・「
効
率
性
」
だ
け
を
追
求
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て
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け
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模
写
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こ
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文
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第
５
章　

大
学
面
接
の

「当
た
り
前
」
と
は
？ 

…
121

・
大
学
面
接
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受
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せ
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た
め
の
試
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あ
る
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面
接
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ー
シ
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本
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利
の
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自
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ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
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資
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力
の
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過
程
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大
学
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ル
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イ
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ト
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レ
ゼ
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り
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調
管
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の
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第
６
章　

勝
っ
て
カ
ブ
ト
の
緒
を
締
め
よ
…
157

・
Ａ
Ｏ
入
試
合
格
者
と
し
て
の
「
誇
り
」
と
「
自
覚
」
を
持
つ
こ
と
。･･･････････････

158

・
合
格
を
「
ゴ
ー
ル
」
に
設
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す
る
こ
と
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い
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受
か
る
自
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て
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入
学
前
課
題
」
を
侮
る
な
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れ
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・「
合
格
後
」
に
志
望
理
由
書
を
書
き
直
す
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170

・
Ａ
Ｏ
入
試
で
身
に
つ
け
た
ス
キ
ル
を
研
鑽
し
続
け
る
。･･･････････････････････････

173

・
仲
間
へ
の
「
感
謝
の
気
持
ち
」
を
忘
れ
な
い
。･･････････････････････････････････

176

第
７
章　

現
役
大
学
教
授
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
181

横
浜
国
立
大
学 

野
口
和
彦
教
授 
特
別
対
談
「
大
学
が
受
験
生
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
」

・
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
教
育
ラ
ボ
の
ご
案
内･･････････････････････････････････････
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謝
辞

　

い
か
が
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

　

こ
の
本
で
は
、
Ａ
Ｏ
入
試
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
考
え
方
か
ら
具
体
的
な

準
備
ま
で
全
般
的
に
説
明
し
て
き
た
。

　

こ
の
本
が
、
微
力
な
が
ら
、
あ
な
た
の
お
役
に
立
て
た
な
ら
ば
、
著
者
と
し
て
望
外
の
喜
び
で

あ
る
。

　

最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

い
つ
も
親
身
に
私
の
博
士
論
文
を
ご
指
導
く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ま
で
快

く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
横
浜
国
立
大
学
の
野
口
和
彦
先
生
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
家
族
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
仲
間
に
も
、
頭
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
度
、
本
書
を
世
に
送
り
出
す
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
エ
ー
ル
出
版
社
の
編

集
部
の
方
々
に
は
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

読
者
で
あ
る
あ
な
た
に
、
次
は
直
接
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

次
は
リ
ア
ル
で
会
お
う
！

 　

２
０
１
８
年
８
月

　

Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
専
門
塾 

Ｋ
Ｏ
Ｓ
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Ｕ
Ｎ
教
育
ラ
ボ 

代
表

上
武
大
学 

ビ
ジ
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ス
情
報
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エ
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鉄
人
講
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小
杉
樹
彦
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